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新
型
コ
ロ
ナ
関

係
閣
僚
会
議
で
菅

首
相
が
重
大
な
方

針
転
換
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。感
染

拡
大
地
域
で
は
重
症
者
や
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
を
除

き
自
宅
療
養
を
原
則
と
す
る

と
い
い
ま
す
。そ
の
後
大
阪

は
じ
め
感
染
者
数
が
爆
発
的

に
増
加
す
る
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
▼
新
型
コ
ロ
ナ
は
指

定
感
染
症
と
さ
れ
、も
と
も

と
は
原
則
入
院
で
し
た
が
、

無
症
状
者
・
軽
症
者
は
宿
泊
・

自
宅
療
養
に
さ
れ
て
し
ま
い
、

さ
ら
に
病
床
が
ひ
っ
迫
す
る

と
、な
し
崩
し
的
に
原
則
自

宅
療
養
に
な
り
ま
し
た
▼
厚

労
省
が
定
め
る
中
等
症
Ⅱ
は

ほ
ぼ
重
症
と
い
っ
て
よ
く
、

中
等
症
Ⅰ
は
息
切
れ
な
ど
が

あ
り
、容
体
が
急
変
す
る
恐

れ
も
あ
る
の
に
入
院
が
で

き
な
い
の
で
は
、第
四
波
の

大
阪
の
よ
う
に
、在
宅
死
が

次
々
と
起
き
か
ね
ず
、も
は

や「
棄
民
政
策
」と
批
判
さ
れ

て
い
ま
す
▼
米
疾
病
対
策
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

「
デ
ル
タ
」に
は
水
ぼ
う
そ
う

並
み
の
高
い
感
染
力
が
あ
る

と
い
う
内
部
文
書
を
公
表
し

ま
し
た
。感
染
力
の
強
い
デ

ル
タ
株
の
拡
大
に
よ
り
、緊

急
事
態
宣
言
の
延
長
、拡
大

や
現
状
の
接
種
体
制
で
は
限

界
が
あ
り
、無
症
状
の
感
染

者
を
見
つ
け
て
感
染
を
封
じ

込
め
る
た
め
に
、検
査
を
抜

本
的
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。感
染
を
心
配
す
る

人
が
無
料
で
気
軽
に
検
査
を

受
け
ら
れ
る
態
勢
整
備
が
全

国
的
に
必
要
で
す
。

（
Ｋ
）

仲
間
を
増
や
す
秋
の
拡
大
月
間

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
（
９
月
１
日
～
11
月

５
日
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、
身
近
に
組
合
未
加
入
の
建

設
労
働
者
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
支
部
ま
で
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

 

労
働
組
合
っ
て
な
あ
に

   

学
び
実
践
し
コ
ロ
ナ
禍
克
服

オ
ン
ラ
イ
ン
で
心
ひ
と
つ
に

大
半
が
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
で

す
。
休
業
支
援
金
、
協
力

金
、
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ

病
院
へ
の
交
付
金
な
ど
は
申

請
手
続
き
が
煩
雑
な
た
め
執

行
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
事
業
予
算
は
中

断
で
大
半
が
繰
り
越
さ
れ
ま

し
た
が
、
消
費
喚
起
な
ら
消

費
税
減
税
の
方
が
公
平
で
効

率
的
で
す
。

ま
す
。
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入

れ
病
院
へ
の
診
療
報
酬
や
給

付
金
を
引
き
上
げ
て
も
経
営

は
悪
化
し
て
い
る
と
い
い
、

地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に

す
べ
て
の
医
療
機
関
へ
の
減

収
補
て
ん
が
必
要
で
す
。

　

財
務
省
が
発
表
し
た

二
〇
年
度
の
一
般
会
計
決

算
に
よ
る
と
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
額
は
過
去
最
高
の

三
十
兆
七
千
八
百
四
億
円
。

受
け
取
れ
る
給
付
金
も
急
が

れ
ま
す
が
、
「
困
窮
者
支
援

金
」
も
特
例
貸
付
が
限
度
額

分
。
コ
ロ
ナ
で
受
診
抑
制
が

広
が
り
、
多
く
の
医
療
機
関

が
経
営
危
機
に
苦
し
ん
で
い

に
達
し
た

人
が
対
象

で
す
。

　

医
療
機

関
へ
の
支

援
も
不
十

減
っ
た
り
で
毎
日
の
食
事
に

も
困
る
人
も
増
え
、
食
品
や

日
用
品
を
無
償
提
供
す
る
催

し
を
市
民
団
体
な
ど
が
開
け

ば
、
列
が
で
き
る
状
況
で

す
。
低
所
得
者
が
無
条
件
で

ん
。

　

業
者
を
支
え
る
持
続
化
給

付
金
、
家
賃
支
援
給
付
金
は

一
回
限
り
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

仕
事
が
な
く
な
っ
た
り

　

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
脅

か
す
コ
ロ
ナ
無
策
。
秋
の
総

選
挙
の
第
一
の
争
点
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
で
す
。

　

政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
国

民
へ
の
自
粛
要
請
ば
か
り
。

飲
食
店
な
ど
に
営
業
自
粛
を

求
め
る
な
ら
、
補
償
が
不
可

欠
で
す
が
、
協
力
金
な
ど
の

支
給
が
遅
く
、
不
十
分
な
た

め
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る

事
業
者
が
後
を
絶
ち
ま
せ

　
き
ょ
う
九
月
一
日
か
ら

の
仲
間
を
増
や
す
組
織

拡
大
月
間
を
前
に
八
月

二
十
九
日
（
日
）
大
建
労

組
織
活
動
者
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

組活会議

　

そ
ろ
い
の
大
建
労
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
ま
と
っ
た
参
加
者
へ
向

け「
大
変
な
状
況
の
中
で
の

開
催
だ
が
、コ
ロ
ナ
だ
か
ら

何
も
で
き
な
い
と
い
う
判
断

は
し
た
く
な
か
っ
た
」と
栃

山
組
織
部
長
。コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
大
建
労
本
部
を
メ
イ

ン
会
場
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

各
支
部
事
務
所
を
つ
な
ぐ

ウ
ェ
ブ
会
議
と
し
て
、大
規

模
会
議
と
し
て
は
初
め
て
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
の
全

建
総
連
・
竹
谷
組
織
部
長
の

講
演
は「
組
合
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
継

承
―
組
合
を
救
う
チ
カ
ラ
」。

　

本
会
議
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
労
働
組
合
っ
て
な
あ
に
」に

沿
っ
て
労
働
組
合
の
誕
生
、

そ
の
歴
史
か
ら
な
ぜ
組
合
が

必
要
な
の
か
、基
本
的
課
題

か
ら
解
説
。

　

な
ぜ
仲
間
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
の
か
。「
青
年
層
の

拡
大
が
組
合
を
維
持
し
要
求

実
現
の
保
障
に
な
る
こ
と
」

―
大
建
労
の
組
織
分
析
も
挟

み
な
が
ら
、加
入
目
的
の「
建

設
国
保
」「
労
災
保
険
」へ
の

偏
り
、後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
に
よ
る
脱
退
な

ど「
危
機
」へ
の
警
鐘
も
。

　

全
国
の
仲
間
の
取
り
組
み

事
例
も
紹
介
し
な
が
ら
新
加

入
に
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
た
新
た
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
も
紹

介
。

　

ま
た
役
員
・
書
記
局
員
の

考
え
の
持
ち
よ
う
に
も
ふ
れ
、

秋
の
拡
大
月
間
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て「
コ
ロ
ナ
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
断
に
抗
い
、

組
合
員
に
寄
り
添
う
こ
と
を

す
べ
て
の
運
動
の
主
軸
に
据

え
て
行
動
に
移
す
」を
提
起

し
ま
と
め
と
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
作
り
、青
年
・
シ
ニ
ア

対
策
、組
合
へ
の
信
頼
を
高

め
る
対
応
法
な
ど
多
く
の
質

問
が
飛
び
交
い
、貴
重
な
学

び
の
場
に
。

　

続
い
て
春
の
拡
大
月
間
目

標
達
成
支
部
紹
介
、青
年
部
・

主
婦
の
会
か
ら「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
拡
大
行
動
に
取
り
組
み

協
力
し
て
い
く
」決
意
表
明

に
大
き
な
拍
手
が
わ
き
ま
し

た
。

至難
波

至天
王寺

和歌山市駅

紀ノ川

りんくう
JCT

国
体
道
路

和
歌
山
城

りんくう
JCT

関西
国際空港

浜の宮
ビーチ

海南 I.C

海南東 I.C

海南駅

和歌山 I.C

泉佐野
JCT

26
24

42

42

和歌山マリーナシティ

和
歌
山
駅

和
歌
山
駅

阪
和
道

南
海
本
線

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

国
体
道
路

紀
三
井
寺

和
歌
山
城

 

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
Ｃ
で

 　
10
月
３
日（
日
）魚
釣
り
大
会

日
時　

十
月
三
日（
日
）七
時

半
か
ら
現
地
で
受
付
開
始

場
所　

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ

テ
ィ
海
釣
り
公
園

※
公
園
の
開
園
時
間
は
７
時

～
17
時
ま
で
で
す
。

参
加
対
象　

組
合
員
と
家
族

入
場
料　
（
大
人
千
百
円
、小

学
生
以
下
五
百
円
）、お
車
で

お
越
し
の
方
は
駐
車
場
代

千
五
百
円
。

■
申
し
込
み
不
要
。直
接
現

地
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
義
務
あ
り

（
レ
ン
タ
ル
百
円
、お
持
ち
の

方
は
持
参
を
）

■
雨
天
決
行
。荒
天
・
台
風
な

ど
の
と
き
は
中
止
。当
日
海

釣
り
公
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
休
園
情
報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。情
報
が
入
り
次
第
大

建
労
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着

情
報
欄
に
も
掲
示
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
政
策
総
選
挙
で
正
そ
う

　
　

い
の
ち
と
暮
ら
し
守
る
日
本
実
現
へ

拡大月間での奮闘を訴える栃山組織部長

インターネットで仲間をつ
ないで開催



№ 1558　⑵（昭和 36 年 7 月 17 日第三種郵便物認可） ( 毎月２回、１・16 日発行）２０２１年９月１日号

が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました
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•
•
•
•
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•
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10
月
か
ら
建
退
共
改
定

          

掛
金
日
額
と
運
用
利
回
り
が

　

二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か

ら
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
共
）の
運
用
利
回
り
が

現
行
の
三
％
か
ら
一
・
三
％

に
変
更
と
な
り
、掛
金
日
額

（
証
紙
）に
つ
い
て
も
、現
行

の
三
百
十
円
か
ら
、三
百
二

十
円
へ
十
円
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。こ
の
数
年
来
制
度
見

直
し
の
検
討
が
続
け
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
対
し
、全
建
総

連
は
制
度
内
容
の
大
幅
な
後

退
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張

し
て
き
ま
し
た
が
、長
く
続

く
超
低
金
利
や
建
退
共
全
体

の
運
営
状
況
を
受
け
こ
の
変

更
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

運
用
利
回
り
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
建
退
共
に
加
入
し
て

い
る
方
が
こ
れ
ま
で
積
み
立

て
て
き
た
掛
金
へ
の
運
用

利
回
り
は
、過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
引
き
下
げ
は
さ
れ
ま

せ
ん
。積
み
立
て
中
の
掛
金

は
、そ
の
期
間
中
の
運
用
利

回
り
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　
「
ち
び
っ
こ
お
絵
か
き
コ

ン
テ
ス
ト
」の
今
年
の
テ
ー

マ
は「
二
〇
二
一
夏
の
思
い

出
」で
す
。青
年
部
役
員
が
選

考
し
、各
賞
ご
と
に
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と

も
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
募
集
要
項
】

テ
ー
マ　

夏
の
思
い
出

　

お
絵
書
き
コ
ン
テ
ス
ト
に

　

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い   

青年部

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
・
10
月
は
仲
間

を
増
や
す
組
織
拡
大
月

間
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
を

得
し
、
そ
れ
ら
は
も
と
よ
り

そ
の
他
す
べ
て
の
競
技
も
素

晴
ら
し
く
、
外
国
選
手
の
競

技
、
演
技
も
立
派
で
美
し
く

心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
や
閉
会
式
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
た

多
く
の
人
た
ち
の
姿
も
美
し

く
心
温
ま
る
も
の
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

切
な
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

日
本
選
手
の
メ
ダ
ル
数
は

五
十
八
個
と
過
去
最
多
を
獲

が
先
頭
を
走
っ
て
い
る
姿
に

驚
き
感
動
し
ま
し
た
。

　

鉄
棒
一
種
目
に
し
ぼ
っ
た

内
村
航
平
選

手
が
演
技
途

中
に
落
下
し

た
姿
に
何
と

も
い
え
な
い

が
ら
テ
レ
ビ
で
競
技
を
観
て

い
た
の
で
す
が
、
女
子
千
五

百
㍍
競
走
で
田
中
希
実
選
手

で
無
観
客
と
い
う
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
史
上
初
め
て
の
試
み

に
何
と
な
く
不
満
を
持
ち
な

息
詰
ま
る
試
合
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ま
ん
延
の
状
況
下

ら
十
七
日
間
の
熱
戦
を
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　

二
百
五
の
参
加
国
と
地
域

か
ら
一
万
一

千
人
の
参
加

者
で
五
十
三

競
技
三
百
三

十
九
種
目
で

　
【
住
吉
・
小
森
国
弘
】
多

く
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
開
幕
し
た
第
三
十
二

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

は
八
月
八
日
夜
の
開
会
式
か小森さん

　

建
退
共
の
掛
金
日
額
の
引

き
上
げ
に
伴
う
退
職
金
額
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、

通
常
運
用
利
回
り
が
見
直
し

さ
れ
る
五
年
間
で
比
較
す
る

と
、掛
金
十
円
の
引
き
上
げ

で
、年
間
で
二
千
五
百
二
十

円
の
掛
金
負
担
増
と
な
り
ま

す
が
、退
職
金
額
も
引
き
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

参
加
対
象　

組
合
員
の
お
子

さ
ん（
小
学
生
以
下
）

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ｂ
４
ま
で

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、優

秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞
一

点賞
品　

最
優
秀
賞（
三
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
）、優
秀
賞

（
同
二
千
円
分
）、青
年
部
長

賞（
同
千
円
分
）、参
加
賞（
同

三
百
円
分
）を
進
呈

応
募
締
め
切
り　

十
月
二
十

二
日（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」

「
年
齢
」「
支
部
」「
組
合
員

と
お
子
さ
ん
の
氏
名
」を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
五
五
六
―
〇
〇

一
五　

大
阪
市
浪
速
区
敷
津

西
二
―
七
―
一
七　

大
阪
建

設
労
働
組
合　

青
年
部

 

多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
が

 　

   

す
ば
ら
し
か
っ
た
東
京
五
輪
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•
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•
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【
大
東・金
子
一
洋・大
工
】

広
島
原
爆
慰
霊
祭
で
菅
首
相

は
国
の
代
表
者
と
し
て
あ
い

さ
つ
を
し
た
。そ
の
中
で
い

ち
ば
ん
大
事
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
箇
所
を
と
ば
し
て
読

ん
で
し
ま
っ
た
。

　

あ
と
で
マ
ス
コ
ミ
会
見
の

な
い
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

国
の
代
表
と
し
て
こ
ん
な

い
い
か
げ
ん
な
こ
と
で
い
い

の
か
。広
島
県
民
だ
け
で
な

く
、全
国
の
人
た
ち
が
違
和

感
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

れ
ば
よ
い
の
か
。悪
く
取
れ

ば
わ
ざ
と
と
ば
し
た
の
で
は

場
で
謝
罪
を
し
て
い
た
。読

み
過
ご
し
た
と
。謝
罪
を
す

慰
霊
祭
の
失
敗

深
く
反
省
を


